
� 118�� �

堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　４］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

株式会社　岡田製作所企 業 名

直線型・ロータリー式＋天日乾燥堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.d1.dion.ne.jp/̃okada_ss/
株式会社　岡田製作所　営業部長　鈴木郁男
群馬県館林市近藤町３１８－２
TEL：０２７６－７４－３８３８　FAX：０２７６－７４－５８１８　E-mail：ikuosuzu@d1.dion.ne.jp

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：牛ふんをロータリー式攪拌機にて発酵処理したものを天日乾燥機にて乾燥させる施設（乾燥
堆肥は、牛床に敷く）

②処理方式　：ロータリー式攪拌機＋天日乾燥機
③適用畜種　：乳牛（２００頭）
④原料処理量：１３トン / 日（４,７４５トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：戻し堆肥、おが屑
⑥調整水分（投入水分）：６５％
⑦全発酵期間：９０日
⑧施設所在地：栃木県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①ロータリー式のため、メンテナンスが容易である。
②タイマー制御のため、作業は原料の投入および製品の搬出のみですむ。
③原料の混合がロータリー式のため、均一化される。
④酪農のふん尿が主体なので、堆肥の水分が高く、戻し堆肥の効率が落ちるため、天日乾燥機にて乾燥させる。

おが屑�

牛ふん� ☆ロータリー式発酵槽�

☆天日乾燥槽�

☆堆肥舎�

牛床へ�

出荷�

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設�
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：乳牛
②飼養規模　　　：乳牛２００頭
③畜舎構造　　　：フリーストール牛舎
④設置年月日　　：２００１年６月
⑤システム構成　：ロータリ－式発酵装置＋天日乾燥機＋堆肥舎
⑥堆肥生産量　　：乳牛堆肥２,７７６トン / 年
⑦管理者数　　　：常勤者１人、非常勤者　０人（搾乳後に対応している。）
⑧畜ふんの搬送　：２トンダンプ
⑨ふん尿の分離　：無し
⑩脱臭装置の有無：無し

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：乳牛ふんのみであり、特に異物はない。
③原料の破砕　　：乳牛ふんのみであり、特に破砕しない。

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力（投入原料ベース）：４,７４５トン / 年
②家畜ふん原料：乳牛ふん１３トン / 日
③水分調整材料：戻し堆肥７.３トン / 日、おが屑３.７トン / 日
④混合ふんの重量および水分：２４トン / 日、水分６５％
⑤処理日数　　：発酵２５日、乾燥１８日、乾燥に入らない堆肥は堆肥舎にて６５日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業：ショベルローダーにて発酵槽内で混合
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：攪拌１回 / 日、全自動
　　２次処理：攪拌９回 / 日、全自動
⑧堆肥の貯留と製品化設備：乾燥したものは、牛舎の敷料、残りは自分の畑に還元
⑨堆肥の年平均生産量　　：２,７７６トン / 年（バラ）
⑩製品堆肥の販売単価　　：５,０００円 / トン　
⑪堆肥成分分析例

　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値）　

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

－１.８１.４２６１.４３６.４－８.６－４０

処理経費

①施設建設費：９２,０００千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：５,９７８千円 / 年
②維持管理費（電力費・副資材費・修繕費の合計）：８,０００千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：１３,９７８千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：２,９５０円 / トン

導入に当たっての留意点

①天日乾燥機を併用しているため、季節変動を考慮する必要がある（冬季の副資材確保）。

本方式の適用可能な畜種

乳牛、肥育牛、鶏、豚などすべての畜種

他畜種への主な納入実績例

①栃木：肥育牛　５００頭（２０００）
②千葉：採卵鶏　１５万羽（１９９６）
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

①フリーバーンで飼養される乳牛２００頭規模の堆肥化施設である。
原料の乳牛ふん尿量は１３トン / 日であり、戻し堆肥とおが屑と
を合わせて２４トン / 日の処理規模となっている。

②処理方式の特徴として、フリーバーンへの戻し堆肥用のハウス
乾燥装置を備えている。

③処理方法は、混合した堆肥材料を強制通気式の直線型ロータ
リー式発酵装置で２５日間１次処理し、堆肥舎で６５日間切り返し
により熟成させることから、品質に問題はないと考えられる。

④ハウス乾燥装置は平均１８日間をかけて、フリーバーン牛舎の敷
料と副資材としての戻し堆肥を生産する。冬季にハウス乾燥装
置の乾燥能力が低下する時期はおが屑の使用量を増加させて対
応している。

⑤１次処理が機械攪拌のため省力化が図られている。ハウス乾燥設備があるため敷地面積は広くなるが、フ
リーバーンの衛生面が確保され、敷料費の節減につながっている。

⑥原料の乳牛ふん尿１トン当たりの処理経費は２,９５０円とやや高い。ハウス乾燥設備も１次処理槽と同様の
鉄骨構造となっているが、フッ素フィルム貼りの鉄骨ハウス構造の方が、透光度の低下が少なく建築費も
安くすむ。また、１次処理槽の深さが１.２mしかないため、１.５m程度にして建設コストの削減も考慮すべ
きであろう。

⑦スペースの関係から、堆肥舎の堆積高さが３mになっている。堆積高さが高いと、堆肥温度が高くなりや
すく熟成が進みにくい。３mまで堆積するのであれば、通気装置をつけて弱く通気をすれば製品堆肥の品
質の向上が図れる。
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３． 施設説明写真

発酵槽投入口 乾燥槽出口

発酵槽内

乾燥槽出口

乾燥槽内
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　５］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

株式会社オーテック企 業 名

直線型・ロータリー式＋堆積方式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

株式会社オーテック　営業部　松本　喬
〒３７４－００３３　群馬県館林市堀工町１０９６－３
TEL：０２７６－７５－７７５０　FAX：０２７６－７５－７７５２　E-mail：ohtec41850@nifty.com

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：牛ふんをロータリ一式発酵槽で堆肥化処理する施設
②処理方式　：ロータリ一式発酵槽＋堆積式発酵槽
③適用畜種　：搾乳牛（３７３頭）
④原料処理量：主原料搾乳牛ふん１４トン／日＋農業集落排水汚泥０.１４トン / 日
　　　　　　　（８,３８５トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：茸廃菌床・廃材チップ・戻し堆肥
⑥調整水分（投入水分）：６５％
⑦全発酵期間：９０日間
⑧施設所在地：長野県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①ロータリ－式発酵槽で混合・攪拌・搬送するために、事前の混合槽を必要とせず、各農場からダンプで直
接、発酵槽に投入できるので手間がかからない。

②自動運転のため、日々の管理が楽であるが、毎日稼動中の機械の異音やコードの巻き取り具合等の見廻り
は必要である。

③ロ－タリ－式のため、故障は少なく安定した堆肥化処理が可能である。
④ロ－タリ－式のため、機械の耐用年数が長く維持費はスクープ式よりも安い。
⑤投入時の水分調整が重要である。

廃材チップ�

ダンプカー�

ショベルローダー�

ショベルローダー�
ショベルローダー�

生ふん�

出荷� ☆�
一部バラ� 堆積式発酵槽�
袋詰め装置�

☆印は処理経費欄の施設建設費に含む施設�

ロ－タリ－式乾燥槽�
ロ－タリ－式乾燥槽�
ロ－タリ－式乾燥槽�

ロータリ－式発酵槽�
ロータリ－式発酵槽�
ロータリ－式発酵槽�

販売用�
自家消費用�
　〃�

☆�

☆�

☆�

☆�
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施設の稼動状況（実施例）

①畜　　種　　　：搾乳牛・育成牛
②飼養規模　　　：搾乳牛３２０頭、育成牛８０頭
③畜舎構造　　　：繋ぎ飼い（バーンクリーナー）・フリーストール牛舎
④設置年月日　　：１９９９年１０月
⑤システム構成　：副資材（廃材チップ・廃茸菌床）貯槽、予備乾燥・仕上げ乾燥用のローターリ－式乾燥

槽、ロータリ－式発酵槽、堆積式発酵槽・貯留槽、袋詰め装置にて構成される。その他
に、バケットローダー・簡易式の消臭装置が装備されています。

⑥堆肥生産量　　：３,０００トン / 年
⑦管理者数　　　：非常勤者１人（組合員が交替にて実施）
⑧畜ふんの搬送　：２トンダンプ（生ふん）・バケットローダー（戻し堆肥およびおが屑）
⑨ふん尿の分離　：分離機は無し
⑩脱臭装置の有無：簡易消臭装置（細霧散布式）

原料の処理前

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：肉眼により手作業分別（廃材チップは製造業者にて磁選機３回通し）
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力　　：３,０００トン / 年
②家畜ふん原料：主原料乳牛ふん１４トン / 日＋農業集落排水汚泥０.１４トン / 日（５,１６１トン / 年）
③水分調整材料：廃材チップ３.５トン / 日、戻し堆肥３.５トン / 日、廃材チップ（若干のおが屑含）１トン / 日

（敷料分）
④混合ふんの重量および水分：重量２２.９トン / 日、水分６５％、容積重０.７トン /m３

⑤処理日数　　：１次処理（ロータリ－式攪拌槽）３０日、２次処理（堆積型発酵槽）６０日
⑥堆肥原料の混合および投入作業：２トンダンプ（生ふん）ショベルローダー（廃材チップ等）混合＝攪拌機
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：ロータリ－式発酵槽、攪拌２回 / ３日（全自動自走式）
　　２次処理：堆積型発酵槽、ショベルローダー攪拌２回 / 月
⑧堆肥の貯留と製品化設備：堆肥貯留槽、袋詰め機
⑨堆肥の年平均生産量　　：３,０００トン / 年（バラ２,９００トン / 年、１０㎏袋詰１０,０００袋）
⑩製品堆肥販売単価　　　：６,０００円 / トン、袋詰め４００円 / 袋
⑪堆肥成分分析例
　�

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

１００１.３１.９－１.２１７２.２７.９－５５.１

処理経費

①施設建設費：１８０,０００千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）１２,０２８千円 / 年
②維持管理費（電力費・副資材費・修繕費の合計）：８,１２０千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：２０,１４８千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：３,９４３円 / トン（２０,１４８÷３６５日＝５５,２００円/日÷１４トン/日＝３,９４２.８円 / トン）

導入に当たっての留意点

①計画地での、調達可能な副資材の事前調査、耕種農家との連携の可能性の調査が必要である。
②投入時の水分調整は、最重要課題であり、季節による副資材量の変動も考慮する。
③処理量・畜舎形式・現地状況を充分な打ち合わせが必要である。
④設置場所・畜種（豚・鶏は特に）により、臭気対策が必要である。
⑤施設を導入することは、新しい作業・管理・費用が増えることであり、共同利用で交替管理の場合、各々
農家の家族構成・労働力が、その負担に無理が無いかを、充分に予測・協議することが必要である。
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
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4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

本方式の適用可能な畜種

搾乳牛・肥育牛・採卵鶏・養豚

他畜種への主な納入実積例

①北海道：乳牛４３３頭（２００３） 　　　　　　　⑤群　馬：育成鶏３０万羽（２００３）
②北海道：育成鶏２０万羽（２００１） 　　　　　　　⑥宮　崎：肥育豚１５,０００頭（２００４）
③山　形：乳牛１００頭（２００２） 　　　　　　　⑦宮　崎：肥育牛３,０００頭（１９９８）
④栃　木：採卵鶏５０万羽（２００１）

①主原料は乳牛ふん１４トン / 日で、やや規模の大きい堆肥セン
ター施設である。複数の酪農家が集まった集合処理施設である。
処理施設の管理も組合員が交代で、ほぼ半日の管理作業により
行われているのが特徴である。

②処理法の特徴として、水分調整材（チップ、茸廃菌床）や戻し
堆肥を乾燥舎であらかじめ所定の水分まで乾燥して用いている
ため、季節変動などに対して比較的安定した堆肥生産ができる。

③処理方法は、ロータリー式攪拌機による１次処理（３０日）と堆
積発酵法の２次処理（６０日）の組み合わせにより、約９０日間の
処理期間があり、良質堆肥の生産が期待できる。

④設備に余裕を持った施設で、立地条件から副資材費が高いため、
全体の処理コストはやや高くなっているが、良質堆肥の販売で
かなりコスト低減が期待できる。

⑤敷地、設備に余裕を持っているため、日常管理の作業性がよく、施設管理者の労力を大幅に削減できる。
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３． 施設説明写真

施設全景左側 ：副資材貯槽
中　　央 ：発酵舎
右　　側 ：堆積発酵舎・保管、袋詰め舎

施設奥側の森はゴルフコ－ス

副資材保管庫

堆積発酵槽 堆肥保管庫・袋詰め舎

副資材乾燥舎 発酵舎：投入側
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　６］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

ヤンマー農機株式会社企 業 名

直線型・ロータリー式＋堆積方式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.yanmar.co.jp/
ヤンマー農機株式会社　施設本部環境施設部　池田
大阪市北区茶屋町１－３２
TEL：０６－６３７６－６３３２　FAX：０６－６３７１－８４３１　E-mail：yoshio_ikeda@yanmar.co.jp

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：牛ふんをロータリー式発酵槽で堆肥化処理する施設
②処理方式　：ロータリー式発酵槽
③適用畜種　：肉牛（３００頭）
④原料処理量：６.０トン / 日（２,１９０トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：おが屑
⑥調整水分（投入水分）：６８％
⑦全発酵期間：３０日
⑧設置場所　：長野県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①原料の搬入、堆肥の排出以外はロータリーの自動移送が出来るので省力化が図れる。
②独自の微量通気方式を採用する事により、高温での発酵を維持できるため、高品質の堆肥が得られる。

施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：肉牛
②飼養規模　　　：肥育牛３００頭
③畜舎構造　　　：フリーストール牛舎
④設置年月日　　：平成１４年８月
⑤システム構成　：フローシートで示すとおり、原料混合槽 , ロータリー式発酵槽 , 製品貯留兼乾燥槽で構

成されている。
⑥堆肥生産量　　：肉牛ふんの堆肥１,４６０トン / 年
⑦管理者数　　　：常勤者１人
⑧畜ふんの搬送　：バケットローダーによる搬送
⑨ふん尿の分離　：特に無し
⑩脱臭装置の有無：無し

牛ふん�

混合槽�

☆�
ロータ�
リー式�
発酵槽�

製品貯�
留兼熟�
成槽�

おが屑�

搬出・利用�

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設�
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原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：肉眼により手作業で分別
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力　　：１,４６０トン / 年
②家畜ふん原料：肉用牛ふん６トン / 日
③水分調整材料：おが屑１.８トン / 日
④混合ふんの重量および水分：７.８トン / 日、水分６８.１％、容積重約０.８トン /m３

⑤処理日数　　：３０日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業：バケットローダーにより投入、機械攪拌
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：ロータリー式発酵槽、攪拌１回 / 日（全自動自走式）
⑧堆肥の貯留と製品化設備：製品貯留槽兼熟成槽で貯留、袋詰め設備は無し
⑨堆肥の年平均生産量　　：１,４６０トン / 年（全量バラ）
⑩製品堆肥の販売単価　　：１,９００円 /m３

⑪堆肥成分分析例

　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値）
　　分析例無

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

－－－－－－－－－－

処理経費

①施設建設費：１４,９９９.２５千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：１,３５９.４千円 / 年
②維持管理費（電力費・副資材費・修繕費の合計）：１,３８０千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）　　　：２,７３９.４千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：１,２５１円 / トン

導入に当たっての留意点

①投入水分の調整が重要である。
②通気量の調整が重要である。

本方式の適用可能な畜種

肥育牛、乳牛、豚、採卵鶏、ブロイラー

他畜種への主な納入実績例

①沖　縄：乳牛６００頭（２００１）
②北海道：乳牛ふん尿２０トン（生ゴミ、排水処理余剰汚泥５トンの併用処理）（２００２）
③長　野：豚ふん１６トン（２００２）
④岐　阜：乳牛、肉牛、鶏ふん混合ふん６トン（生ゴミ０.５トンの併用処理）（２００２）
⑤群　馬：乳牛１９トン（生ゴミ２トンの併用処理）（２００３）
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

①主原料は肉牛ふんとおが屑の混合材料７.８トン /日の中規模の堆
肥化施設である。

②処理方式の特徴は、１次処理は直線型ロータリー式攪拌機で堆
肥材料を１日１回攪拌し、床面から強制通気を行って発酵促進
を図っている。１次処理期間は３０日であり、１次処理後は既存
の製品貯蔵兼熟成槽で貯蔵する。

③処理対象が肉牛ふんであり、強制通気を行う１次処理期間が３０
日あるので１次処理の発酵品質に問題はない。なお、発酵品質
を向上させるには２次処理期間を６０日以上確保し、切り返しを
行いながら熟成させる必要がある。

④肉牛肥育では水分調製はあまり問題にならないが、乳牛ふんな
どで水分調製に失敗すると発酵槽底部の通気床を閉塞させる場
合があるので適正水分に調製することが最も重要である。

⑤通気量は堆肥原料容積当たり５０L/m３・分以上を確保する必要がある。
⑥１次処理が機械攪拌のため省力化が図られている。
⑦当該施設は設置実績も多く、建設費、維持管理費も比較的低廉なことから、畜産経営に寄与できると期待
される。
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３． 施設説明写真

発酵槽全景 ロータリー式攪拌機

吸気用ブロアー
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　７］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

コクブ商事株式会社企 業 名

直線型・ロータリー式＋堆積方式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.kokubunnojyo.com
コクブ商事株式会社　システム部　國分　俊作
福島県二本松市舘野４－２３５
TEL：０２４３－４８－３８８８　FAX：０２４３－４８－２９０２　E-mail：info@kokubunnojyo.com

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：牛ふんをロータリー式発酵槽で堆肥化処理する施設
②処理方式　：ロータリー式発酵槽＋堆積式発酵槽＋ハウス乾燥施設
③適用畜種　：肉牛（４５０頭）
④原料処理量：８.２トン / 日（３,７２３トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：おが屑・戻し堆肥
⑥調整水分（投入水分）：６４.９％
⑦全発酵期間：１１５日
⑧施設所在地：福島県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①ロータリー式発酵槽で好気性発酵による高温（７０℃前後）で発酵・切り返しするため、雑菌・雑草・害虫
の発生が無い、高品質の堆肥が生産できる。

②発酵槽が１５０cmと深いため、１００cmや５０cmに比べ保温性があり、施設面積が少なく、単位面積あたりの
堆肥生産量は大きい。

③堆肥生産が季節にあまり関係しない。
④スクープ式に比べシンプルな機械構造のため、メンテナンスが容易で電力費等のランニングコストは安価
である。

⑤スクープ式に比べ日々の清掃は容易である。
⑥ウレタン車輪の採用により、工事費が安価となる。
⑦処理施設の運転はほとんど自動化されているため、機械の異常が発生しない限りほとんど確認程度の見回
りで可能であり、日常の技術的管理は不要である。

⑧戻し堆肥を利用し牛ふん尿水分を調整しているので、水分調整のためのおが屑は少なくすむ。

 

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設�

生牛ふ�
ん貯留�
槽�

☆�
ロー�
タリ�
ー式�
発酵�
槽�

☆�
堆積�
式発�
酵槽�

おが屑貯留槽�

肉用牛�
ふん�

出荷�

一部バラ�

堆肥分別機�
袋詰め装置�

戻し堆肥�

☆�
ハ ウ �
ス 乾 �
燥 施 �
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：肥育牛
②飼養規模　　　：肥育牛４５０頭
③畜舎構造　　　：フリーバーン牛舎
④設置年月日　　：１９９８年６月
⑤システム構成　：本施設は、フローチャートに示したように、ロータリー式発酵槽を中心に、副資材・製

品貯槽、ハウス乾燥設備、袋詰め設備等で構成される。
⑥堆肥生産量　　：肉牛ふんの堆肥１,５４５トン / 年
⑦管理者数　　　：常勤者０.７人
⑧畜ふんの搬送　：バケットローダーにより搬送
⑨ふん尿の分離　：無し
⑩脱臭装置の有無：無し

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：肉眼により手作業で分別
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力（投入原料ベース）：２,９９３トン / 年
②家畜ふん原料：主原料肉用牛ふん７.２トン / 日、食品残渣１トン / 日
③水分調整材料：おが屑２.０トン / 日、戻し堆肥１.２トン / 日
④混合ふんの重量および水分：重量１１.４トン / 日、水分６４.９％、容積重約０.８トン /m３

⑤処理日数　　：スクープ式攪拌槽２５日、堆積型発酵槽９０日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業　：バケットローダーにより投入、機械攪拌
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：ロータリー式発酵槽、攪拌１回 / 日、自走式（全自動）
　　２次処理：堆積型発酵槽、バケットローダー攪拌１回 / ２週間
⑧堆肥の貯留と製品化設備：堆肥貯留槽、袋詰め機
⑨堆肥の年平均生産量　　：１,５４５トン / 年（バラ６４０トン / 年、１５kg 袋詰め１０,６００袋）
⑩製品堆肥の販売単価　　：１０,０００円 / トン（５,０００円 /m３）、４５０円 / 袋
⑪堆肥成分分析例

　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値） 

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％アンモニア－N
ppmEC mS/cmpH灰分％水分％

９１２.５７１.４２１９.３４２.０４３９.４５２.０４４.３３８.７１２２.１８４０.４２

酸素消費量
μg/g・時

銅
ppm

亜鉛
ppm苦土％石灰％

１３７１６５０.９８３.１７

処理経費

①施設建設費：５２,６４０千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：３,６１５千円 / 年
②維持管理費（電力費・副資材費・燃料費・修繕費の合計）：４,４６８千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：８,０８３千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：２,７０１円 / トン

導入に当たっての留意点

①投入水分の調整が重要である。
②水分低下が著しい場合には、尿汚水を散布できる設備を設ける。
③半年から１年に１度ブロワー清掃の実施が望ましい。
④脱臭設備も設置が可能である。

本方式の適用可能な畜種

乳牛、豚、採卵鶏、ブロイラーほか
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

他 畜 種 へ の 納 入 実 績 例

①福　島：採卵鶏５万羽（２００１）
②宮　城：肥育豚６００頭（２００１）
③北海道：乳牛１００頭・肥育牛２００頭混合（２００２）
④北海道：乳牛８６頭・育成牛６０頭（２００４）
⑤福　島：乳牛１５０頭（２００４）
⑥福　井：乳牛５００頭・生ゴミ５トン（２００４）

①肥育牛等のふん尿を深型ロータリー式の開放直線型発酵施設
（処理日数２５日）と堆積型堆肥舎（処理日数９０日）を組み合わ
せたシステムで処理している。

②ロータリー式撹拌装置の深さは１.５mと１.８mの２種類から選べ
るが、実稼働システムは１.５mを採用している。

③実稼働システムでは、牛舎から搬出する牛ふんの水分が低く、
施設への負荷が小さい。導入にあたっては原料ふんの水分に注
意が必要である。

④戻し堆肥で容積重を調節するようになっているが、ロータリー
式発酵施設と堆肥舎では製品水分を目標まで低下させることが
難しく、乾燥施設が必要である。実稼働システムでは床暖房の
ハウス乾燥施設を導入して対応している。

⑤施設費、運転コストは中程度である。
⑥深型のロータリー型発酵槽のため、施設面積は少なくて済むが、乾草など長物が含まれると機械に負荷が
かかるので注意が必要である。

⑦施設導入に当たっては畜産環境アドバイザーなど専門家に助言を求めるのが望ましい。
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３． 施設説明写真

施設全景
（手前：ハウス乾燥施設、右奥：１次処理槽）

２次処理槽（約９０日間熟成）
（２週間に１度切り返し）

１次処理槽
（幅４m×長さ６５m×深さ１．５m）

堆肥分別機
（袋詰め用のみ分別する）

ロータリー式攪拌機
（１日に１回攪拌、温度７０℃前後まで上昇）

袋詰め機
（秤で計量後シーラーにて袋を閉じる）
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　８］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

株式会社モリプラント企 業 名

直線型・ロータリー式＋通気型堆積方式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.moriplant.co.jp/
株式会社モリプラント
本　　社　大阪市阿倍野区昭和町２丁目３－３　技術営業部　原口　策真
　　　　　TEL：０６－６６２７－２３８１　FAX：０６－６６２７－２３８５　E-mail：info@moriplant.co.jp
九州支店　鹿児島県姶良郡加治木町本町１７１　技術部　佐藤　広行
　　　　　TEL：０９９５－６３－９３９３　FAX：０９９５－６３－９３９４　E-mail：h.sato@moriplant.co.jp

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：鶏ふんをロータリー式発酵槽で堆肥化処理する施設
②処理方式　：ロータリー式発酵槽＋堆積式発酵槽
③適用畜種　：ブロイラー（６００千羽）、採卵鶏（１００千羽）
④原料処理量：約３８トン / 日（ブロイラーの場合、敷料のおが屑を含む）
　　　　　　　（１３,２００トン / 年、敷き料を含む）
⑤副資材：なし（焼酎粕利用）
⑥調整水分（投入水分）：６３％
⑦全発酵期間：３６日
⑧施設所在地：鹿児島県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①ブロイラーふんおよび採卵鶏ふんを焼酎粕で水分調整して、ロータリー式発酵槽と堆積型発酵槽で発酵処
理したのちペレット成型して、肥料または炭化処理の原料を製造する設備である。焼酎粕の引取りに伴う
収入の他、炭素源の補給もできるため、C/N 比の調整ができる。

②ロータリー式発酵処理と堆積式発酵処理に発酵促進用ブロワーを付加している。良質で安定した品質の堆
肥を製造するために、生産プロセスに各種センサーを組み入れてコンピュータによりデータ管理すること
も可能である。

③処理開始後短時間で発酵温度を７０℃ 以上に上昇させ、病原性大腸菌O-１５７を完全に死滅させて、発酵処
理が終了するまで大腸菌等の再増殖を防ぐことができる。ペレット成型処理するために、２次処理仕上り
時の含水率を３０％以下に調整している。

④ロータリーによる切り返し攪拌と通気が自動化されるので、作業が大幅に省力化できる。
⑤ロータリー式のため、スクープ式に比べ機械がシンプルで故障が少ない。
⑥発酵時の臭気は臭気吸込ダクトで捕集して、「ダスト除去＋酸・アルカリ２段薬液洗浄」により、敷地境界
でアンモニア濃度１ ppm以下まで脱臭できる。

☆印は処理経費欄の施設建設費に含む施設�

☆�
脱臭装置�

☆�
混合機�

☆�
ロータリー式�
発酵槽�

☆�
堆積式�
発酵槽�

☆�
破砕機･篩機･�

ペレットマシン�
鶏ふん�

☆�
袋詰め機�

☆�
焼酎粕�
タンク�

出荷�

炭化�
装置�
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：ブロイラー、採卵鶏
②飼養規模　　　：ブロイラー６００千羽、採卵鶏１００千羽
③畜舎構造　　　：ブロイラー：ウインドレス鶏舎、採卵鶏：高床式・ウインドレス鶏舎
④設置年月日　　：２００２年１０月
⑤システム構成　：本施設は、フローチャートに示したように、ロータリー式発酵槽（４槽）、堆積式発酵槽

を中心に、焼酎粕タンク、混合機、破砕機・篩機・ペレットマシン、袋詰め機（２０L袋 ,
フレコンバック）、脱臭設備等で構成される。

⑥堆肥生産量　　：ブロイラーおよび採卵鶏の混合ふん約９,３００トン / 年（２次処理終了時）
⑦管理者数　　　：常勤者２人
⑧畜ふんの搬送　：畜産農家から除ふん・清掃・消毒を一括して請負い、自社ダンプで搬入
⑨ふん尿の分離　：無し
⑩脱臭装置の有無：ダスト除去＋酸・アルカリ２段薬液洗浄脱臭装置

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：肉眼による手作業分別
③原料の破砕　　：混合機で混合・破砕
　（堆肥化処理後に、トロンメルによる異物除去、マグネットによる除鉄、破砕後篩分）

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力　　：１３,２００トン / 年
②家畜ふん原料：主原料ブロイラーふん２２.９トン / 日、採卵鶏ふん５.７トン / 日（１０,０００トン / 年）
③水分調整材料：ブロイラーふんに敷料（おが屑）約３,２００トン / 年を使用
④混合ふんの重量および水分：混合ふん重量７０.７トン / 日、水分約６３％、容積重約０.７８トン /m３

　（内訳）ブロイラーふん　：重量３２トン / 日、水分３０％（敷料含む）
　　　　採卵鶏ふん　　　：重量５.７トン / 日、水分５０％
　　　　水分調整用焼酎粕：重量３３.０トン / 日、水分９７％
⑤処理日数　　：１次処理（ロータリー式発酵槽）３０日、２次処理（堆積型発酵槽）６日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業：バケットローダーにより投入、機械攪拌
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：ロータリー式発酵槽、攪拌１回 / 日（全自動自走式）
　　２次処理：堆積型発酵槽（送気ブロワー付）
⑧堆肥の貯留と製品化設備：炭化炉の排熱利用乾燥あり。ペレット成型後、一部は袋詰めまたはフレコン
　　　　　　　　　　　　　バック詰め出荷、その他は、炭化処理設備の原料として使用。
⑨堆肥の年平均生産量　　：９,３００トン / 年
　　　　　　　　　　　　　（バラ９００トン/年、２０kg袋詰め１６７,５００袋/年、炭化・活性炭化処理５,０５０トン/年）
⑩製品堆肥の販売単価　　：１５,０００円 / トン（バラ）、３００円 / 袋
⑪堆肥成分分析例
　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値）　

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

－３.６７５.１４８.１４.０８３３.２８.７８.２－２０.５

銅
ppm

亜鉛
ppm苦土％石灰％アンモニア－N

ppm

５１.３３６７１.２２８.１６２,８００

処理経費

①施設建設費：７１６,３６０千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：６９,７０６千円 / 年
②維持管理費（電力費・薬品費・修繕費の合計）：３３,２１６千円 / 年（脱臭関連経費を約３５％含む）
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：１０２,９２２千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：７,７９７円 / トン（焼酎粕引取り収入との相殺で約５,０００円 / トン）
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

導入に当たっての留意点

①良質堆肥の生産には、１次処理槽投入前の含水率調整の他、発酵過程での微生物の食物連鎖や有害微生物
の死滅化を考慮した温度、水分、送風量等の管理が必要である。

②計画段階で、堆肥の利用目的や散布方法等に合わせた原料および副資材の混合計画、成分調整成材の必要
性等について検討する必要がある。

本方式の適用可能な畜種

基本的に、前処理等の条件を整えることでいずれの畜種のふんでも適用できる。

他畜種への主な納入実績例

適用実績例：その他の事例無し

①主原料はブロイラーおよび採卵鶏ふん２８.６トン / 日の堆肥化施
設である。

②処理方法の特徴として、水分の低い鶏ふんに産業廃棄物である
焼酎粕を混合し水分調整を行い直線型ロータリー攪拌機で堆肥
化する。ペレット化施設、炭化施設、脱臭装置を備える。

③処理方法は、攪拌機による１次処理と堆積発酵法の２次処理の
組合せにより３６日間の発酵を行う。１次処理の発酵槽は堆積高
１.５mとロータリーとしては深型である。
④処理原料の特性もあって堆肥化施設は小型で、焼酎粕の貯槽や
混合機等を加えても設置面積は小さい。

⑤１次処理終了時の水分が４０％以下と低く２次処理が進まないこ
と、発酵期間が短いことから、製品堆肥は中熟である。

⑥堆肥化施設の技術的完成度は高いものの、ペレット化、炭化、脱臭施設等の付帯施設については今回検証
できなかったので、導入に当たっては畜産環境アドバイザー等専門家に相談するのが望ましい。

⑦堆肥化施設の維持管理性は容易であるが、付帯施設については今回検証できなかったので、稼働施設の視
察などによる検討が必要である。

⑧堆肥化部分に関わる処理コストは低いものの、トータルでは高くなっており、焼酎粕の処理費用との兼ね
合いで評価すべきである。

⑨当該施設導入に当たっては、ペレット化、炭化施設の必要性を精査する必要がある。
⑩設置面積に余裕がある場合は、ロータリー攪拌機の稼働面積を増やし、１次処理で完熟化を図る方が作業
性は有利となる。

⑪産業廃棄物と畜ふんを併せて処理をするモデルケースの一つであり、お互いの欠点を補うメリットが得ら
れるが、それを強調するあまり様々な機能を備えた複雑なシステムにすることは、維持管理の上でも建設
コストの点でも望ましいことではない。
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３． 施設説明写真

全景（右：焼酎粕タンク） ロータリー式発酵槽

袋詰め装置 脱臭装置

炭化・活性炭化処理設備
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　９］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

コクブ商事株式会社企 業 名

直線型・ロータリー式＋堆積方式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.kokubunnojyo.com
コクブ商事株式会社　システム部　國分　俊作
福島県二本松市舘野４－２３５
TEL：０２４３－４８－３８８８　FAX：０２４３－４８－２９０２　E-mail：info@kokubunnojyo.com

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：家畜ふん尿を深型ロータリー式発酵槽で堆肥化処理する施設
②処理方式　：ロータリー式発酵槽＋堆積式発酵槽
③適用畜種　：乳用牛（４７０頭）・肉用牛（４８０頭）・養豚（１,０５０頭）
④原料処理量：２３.４トン / 日（１４,０１６トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：バーク・おが屑・戻し堆肥
⑥調整水分（投入水分）：６２.７％
⑦全発酵期間：１５０日
⑧施設所在地：群馬県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①ロータリー式発酵槽で好気性発酵による高温（７０℃前後）で発酵・切り返しするため、雑菌・雑草・害虫
の発生が無い、高品質の堆肥が生産できる。

②発酵槽が１５０cmと深いため、１００cmや５０cmに比べ保温性があり、施設面積が少なく、単位面積あたりの
堆肥生産量は大きい。

③堆肥生産が季節にあまり関係しない。
④スクープ式に比べシンプルな機械構造のため、メンテナンスが容易で電力費等のランニングコストは安価
である。

⑤スクープ式に比べ日々の清掃が容易である。
⑥ウレタン車輪の採用により、工事費が安価となる。
⑦処理施設の運転はほとんど自動化されているため、機械の異常が発生しない限りほとんど確認程度の見回
りで可能であり、日常の技術的管理は不要である。

⑧戻し堆肥を利用し牛ふん尿水分を調整しているので、水分調整のためのおが屑は少なくてすむ。

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設�

☆�
ロータリー�
式発酵槽�

☆�
堆積式�
発酵槽�

☆�
バーク･おが屑�
貯留槽�

乳用牛�
肉用牛�
養豚�
ふん尿�

バラ出荷� 

戻し堆肥�
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：肥育牛、乳用牛、豚
②飼養規模　　　：乳用牛（４７０頭）・肉用牛（４８０頭）・養豚（１,０５０頭）
③畜舎構造　　　：各農家による
④設置年月日　　：２００４年３月
⑤システム構成　：本施設はフローチャートに示したように、ロータリー式発酵槽、堆積発酵槽（副資材貯

留槽・熟成槽）で構成される。
⑥堆肥生産量　　：各種混合堆肥：３,２８３トン / 年
⑦管理者数　　　：常勤者１人
⑧畜ふんの搬送　：トラックによる投入、バケットローダーにより搬送
⑨ふん尿の分離　：無し
⑩脱臭装置の有無：無し

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：無し
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力（投入原料ベース）：８,５４１トン / 年
②家畜ふん原料：乳用牛・肉用牛・養豚ふん２３.４トン / 日
③水分調整材料：バーク・おが屑５トン / 日、戻し堆肥１０トン / 日
④混合ふんの重量および水分：重量３８.４トン / 日、水分６２.７％、容積重約０.８トン /m３

⑤処理日数　　：１次処理（ロータリー式攪拌槽）３０日、２次処理（堆積型発酵槽）１２０日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業　：トラック・バケットローダーにより投入、機械攪拌
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：ロータリー式発酵槽、攪拌１回 / 日（全自動自走式）
　　２次処理：堆積型発酵槽、バケットローダー攪拌１回 / ２週間
⑧堆肥の貯留と製品化設備：堆肥貯留槽、袋詰め（手詰め）
⑨堆肥の年平均生産量　　：３,２８３トン / 年（バラ）
⑩製品堆肥の販売単価　　：４,２８６円 / トン（３,０００円 /m３）、
⑪堆肥成分分析例
　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値） 　　　　　

カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

１.５７１.２８１６.８２１.３９２３.４２.４７８.８８２３.１３８.５

処理経費

①施設建設費：１６８,４００千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：１１,１２１千円 / 年
②維持管理費（電力費・燃料費・修繕費の合計）：２,９５９千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：１４,０８０千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：１,６４９円 / トン

導入に当たっての留意点

①投入水分の調整が重要です。
②水分低下が著しい場合には、尿汚水を散布できる設備を設ける。
③半年から１年に１度ブロワー清掃の実施が望ましい。
④脱臭設備も設置可能です。

本方式の適用可能な畜種

乳用牛、肥育牛、豚、採卵鶏、ブロイラーほか
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
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4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

他畜種への主な納入実績例

①福　島：採卵鶏５万羽（２００１）
②宮　城：肥育豚６００頭（２００１）
③北海道：乳牛１００頭・肥育牛２００頭混合（２００２）
④北海道：乳牛８６頭・育成牛６０頭（２００４）
⑤福　島：乳牛１５０頭（２００４）
⑥福　井：乳牛５００頭・生ゴミ５トン（２００４）

①主原料は乳牛ふん、肉用牛ふん、豚ふん計２３トン / 日で、やや
規模の大きい堆肥センター施設である。

②処理方法は、１.５mの深型ロータリー式攪拌機による１次処理
（３０日）と堆積発酵法による２次処理（１２０日）の組み合わせで
ある。処理期間は１５０日確保されており、良質堆肥の生産が期
待できる。

③バーク・おが屑、戻し堆肥を水分調整材に使用しているが、戻
し堆肥は夏季以外は設定水分まで下がらないと考えられる。戻
し堆肥の水分を設定値までどう下げるかが課題である。冬季対
策として、夏季の戻し堆肥のストックやおが屑の増量が必要で
あり、そのための貯留施設も必要であるなど、現地に合わせた
条件設定が重要である。

④通常、戻し堆肥利用の場合は、乾燥ハウス等を併設する例が多い。
⑤処理コストは普通程度である。
⑥施設管理者の労力はかなり削減できる。
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３． 施設説明写真

施設全景
（手前：１次処理槽、奥：２次処理槽）

１次処理槽投入口
（トラックによる投入）

１次処理槽
（幅５m×長さ６５m×深さ１．５m×４レーン）

ブロワー
（１２台設置、連続・間欠運転）

ロータリー式攪拌機
（１台で２レーン攪拌）

２次処理槽（熟成槽）
（副資材、製品置場兼用）
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　１０］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

日環エンジニアリング株式会社企 業 名

直線型・ロータリー式＋堆積方式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://WWW.nikkan-ks.com
日環エンジニアリング株式会社　代表取締役　岸　岩夫
埼玉県桶川市西２丁目８番６号
TEL：０４８－７７３－４４８５　FAX：０４８－７７３－４４２９　E-mail：saitama@nikkan-ks.com

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：牛ふんをオープン式ロータリー攪拌発酵槽、堆積式発酵槽で堆肥化する施設
②処理方式　：オープン式ロータリー攪拌発酵槽＋堆積式発酵槽
③適用畜種　：搾乳牛・育成牛（搾乳牛換算約２００頭）
④原料処理量：約２２トン / 日（ふん尿投入量ベースで１２トン / 日）、（７,８４８トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：麦稈（牛舎敷料分）、戻し堆肥（牛舎敷料分）
⑥調整水分（投入水分）：６８％
⑦全発酵期間：６０日
⑧施設所在地：北海道

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①オープン式発酵施設は、長手方向奧側に１列の立壁があり、片側手前には立壁が無く前面開放になってい
る発酵槽である。投入・取出しは前面開放部より随意に作業でき、不定量、不規則な管理も可能である。ま
た、攪拌は３～４日に１回発酵温度が上昇した時点で攪拌する。

②エアー送風の目詰まりは、堆肥を取出した場所をその都度掃除できるので送風管理が容易である。
③水分調整の不具合で発酵しない場合でも、発酵槽の何処からでも副資材の投入が可能であるため、発酵を
容易に行うことができる。

④毎日攪拌しないので、電気料が安価となり、機械の消耗も少ない。また、自動運転により確認程度の見回
りで済む。

30日分一括投入�

搾乳牛ふん�
育成牛ふん�

１次ストック場�
（30日分）�

発酵槽�
発酵日数（30日）�
水分　68％�

戻し堆肥�
（舎内敷料）�

麦稈�
（舎内敷料）�

堆積式発酵槽�
発酵日数（30日）�

製品置場�

ほ場還元�

舎内敷料として利用�

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設�

☆�



� 143�� �

第
Ⅴ
章

�
2
・
1　

評
価
書
（
個
表
）
�
（
開
放
型
攪
拌
方
式
）

施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：搾乳牛・育成牛
②飼養規模　　　：搾乳牛換算２００頭
③畜舎構造　　　：フリーストール牛舎・育成舎（ふん尿混合）
④設置年月日　　：平成１４年２月
⑤システム構成　：本施設は既存堆肥舎と、オープン式ロータリー攪拌発酵施設を中心として、１か月毎の

オールインオールアウト方式にて発酵処理している。
⑥堆肥生産量　　：乳牛ふんの堆肥約６,０００トン / 年（戻し堆肥を除き３,１０２トン / 年）
⑦管理者数　　　：常勤者１人、非常勤者２人
⑧畜ふんの搬送　：バケットローダーにより搬送
⑨ふん尿の分離　：混合一括処理
⑩脱臭装置の有無：無し

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：無し
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力（投入原料ベース）：２１.５トン / 日（７,８４７トン / 年）
②家畜ふん原料：主原料乳牛ふん１２トン / 日（４,３８０トン / 年）
③水分調整材料：戻し堆肥（牛舎敷料分）６.５トン / 日、麦稈（牛舎敷料分）３トン / 日
④混合ふんの重量および水分：２１.５トン / 日、水分約６８％、容積重約０.８３トン /m３

⑤処理日数　　：１次処理槽（オープン式発酵槽）３０日、２次処理槽（堆積型発酵槽）３０日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業　：バケットローダーにより投入、機械攪拌
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：オープン式発酵槽は発酵温度が６５℃以上に上昇したら１往復攪拌する。
　　　　　　　冬季平均３～４日に１回の運転となる（全自動自走式）
　　２次処理：堆積型発酵槽、バケットローラーによる攪拌１回 / 週
⑧堆肥の貯留と製品化設備：既存堆肥舎、袋詰めなし
⑨堆肥の年平均生産量　　：３,１０２トン / 年（バラ）
⑩製品堆肥の販売単価　　：０円 / トン
⑪堆肥成分分析例（一次処理後の分析値）
　�

 （水分以外は乾物値）  

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

－－－１９.６１.３０２４.９１４.６０７.７８８.１６６７.６

処理経費

①施設建設費：９６,０００千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：６,６６０千円 / 年
②維持管理費（電力費・副資材費・修繕費の合計）：５,２３７千円 / 年（副資材購入費含む）
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：１１,８９７千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：２,７１６円 / トン

導入に当たっての留意点

①投入水分は６５～７０％に調整すること。通気用送風装置を設置する。
②堆肥舎は水蒸気の抜けやすい構造にする。

本方式の適用可能な畜種

乳牛、肉牛、豚、採卵鶏、ブロイラーほか
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

他畜種への主な納入実績例

①北海道：肉牛（２００３）
②東　北：牛、豚、鶏混合（２００４）
③関　東：豚（２００３）
④九　州：鶏（２００３）、ブロイラー（２００１）

①乳牛ふん尿混合排せつ物を麦稈で水分調節し、深型ロータリー
式の開放直線型片側オープン式の発酵施設（処理日数３０日）と
堆積型発酵舎（処理日数３０日）で処理している。
②製品堆肥は牛舎敷料として活用している。
③ロータリー撹拌装置の深さは１.５m、１.８m、２mの３タイプから
選べるが、実稼働システムは１.８m（有効深１.７m）を採用してい
る。

④深型のロータリー型発酵槽のため、施設面積は少なくて済むが、
乾草など長物が含まれると機械に負荷が掛かるので注意が必要
である。

⑤ロータリーは左右どちらにも撹拌しながら移送ができ、発酵槽
の側壁がないことから、実稼働システムではオールイン・オール
アウトでの堆肥化処理を可能としている。しかし、生ふんの貯留は周囲の環境悪化を招くおそれがあるの
で、連続運転が好ましい。

⑥３～４日に１回の撹拌としているため、完熟に達しない可能性がある。連続運転が好ましい。
⑦戻し堆肥を牛舎敷き料に活用する場合、十分に発酵し、水分が低下したものを使うことが重要なので、お
が屑等による水分調節を適切に行うとともに、冬季に用いる戻し堆肥の貯留施設が別途必要となる。

⑧機械償却がやや高価であるが、運転コストはやや安価（麦稈を除く）である。
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３． 施設説明写真

攪拌前の堆肥
（表面が凍結している）

投入３日後（攪拌中）
（凍結した牛ふんが外に飛び出している）

投入１０日後
（発酵温度６５℃以上）

攪拌機
（オープン式攪拌機）
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　１１］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

JFEエンジニアリング（株）企 業 名

通気型堆積方式＋直線型・通気ロータリー式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.jfe-eng.co.jp
JFE エンジニアリング（株）　水エンジニアリング事業部　水処理技術部　バイオマス技術室　野間　秀明
〒２３０－８６１１　横浜市鶴見区末広町２丁目１番地
TEL：０４５－５０５－７８０８　FAX：０４５－５０５－６５７８　E-mail：noma-hideaki@jfe-eng.co.jp

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：畜ふんを代表とする各種の有機廃棄物を高温下で堆肥化する施設。
　　　　　　　１次処理を堆積型発酵槽、２次処理を直線型ロータリー撹拌機付開放発酵槽
②処理方式　：堆積式発酵槽＋直線型撹拌発酵施設（開放型）
③適用畜種　：肉牛（約４５５頭）
④原料処理量：１１.５トン / 日（３,５４６トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：バーク、戻し堆肥
⑥調整水分（投入水分）：７１％
⑦全発酵期間：４０日
⑧施設所在地：北海道

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①１次処理槽を堆積型にし、発酵熱の堆積物中への蓄熱を図ることにより、発酵反応を素早く立上げ、発酵
槽温度を出来るだけ高く維持することに意を用いた高温発酵設備である。

②高温発酵反応が安定した後は、省力化のためロータリー撹拌機つき直線開放式２次処理槽で堆肥化を完結
させる。

③厳冬期マイナス２０℃以下になる寒冷地でも７５～８０℃の高温発酵が可能で、悪臭もほとんど無い好気性発
酵プロセスである。

④処理物が高温に曝されることにより、含まれる病原菌、害虫、雑草が死滅し、清潔な完熟堆肥が短期間で
得られる。

⑤必要に応じ、２次処理槽内の延長上に温風、乾燥ゾーンを併設し、低水分の堆肥が得られる。

牛ふん�

バーク貯蔵庫� 製品（篩下）・戻し堆肥（篩上）�

貯蔵庫�

堆積式１次�

処理槽�
混合・前処理�

棟�

戻し堆肥�

バーク�

ロータリー撹拌機付�
直線開放式２次処理槽�

発酵ゾーン� 乾燥ゾーン�

発酵終了品�

篩機�

空気�

製品出荷� 

☆�

☆�

送風機�
☆� 

☆�

ヒーター�
☆＊� 温風機�

☆＊＊�

☆�

☆�

発酵助剤�

（立上げ時）�

☆　：処理経費欄の施設建設費に含まれる施設を示します。�

＊　：寒冷地の場合のみ必要です。�

＊＊：乾燥ゾーンおよび温風機は原料・気候条件により必須ではありません。�

＋�
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：肉用牛
②飼養規模　　　：町営牧場および近隣牧畜家よりの牛ふん合わせて１１.５トン / 日（成牛換算４５５頭）
③畜舎構造　　　：フリーバーン
④設置年月日　　：２００４年３月
⑤システム構成　：本施設はフローチャートに示したように、前処理設備、１次処理槽（堆積型）、２次処理

槽（開放直線撹拌式）、製品選別設備、製品貯蔵施設（土建費に貯蔵設備は含まない）よ
りなる。

⑥堆肥生産量　　：４.４トン / 日、約１,３６４トン / 年（３１０稼動日 / 年）
⑦管理者数　　　：常勤者０.５人
⑧畜ふんの搬送　：バケットローダーによる。
⑨ふん尿の分離　：無し（不要）
⑩脱臭装置の有無：無し（不要）

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：目視
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力（投入原料べース）：約３,５４８トン / 年（３１０稼動日 / 年）
②家畜ふん原料：主原料肉用牛ふん１１.５トン / 日（成牛換算４５５頭）
③水分調整材料：メークアップバーク１.８トン / 日、戻し堆肥１.０トン / 日
④調整原料の重量および水分：重量１４.２トン / 日、水分７１％、容積重０.８トン /m３

⑤処理日数　　：１次処理（堆積型）１０日、２次処理（開放直線ロータリー撹拌式）３０日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業　：バケットローダーによる投入。
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：堆積型発酵槽、バケットローダーにより投入後１０日目に２次槽に移入。５日目に１度切り返し。
　　２次処理：ロータリー撹拌機により撹拌、１回 / 日（自走式）
⑧製品化設備　　　　：振動篩機およびコンベア、篩上＝戻し堆肥、篩下＝製品堆肥
⑨堆肥の年平均生産量：約１,３６４トン / 年
⑩製品堆肥の販売単価：（堆肥製品販売額不明）
⑪堆肥成分分析例（篩前、バーク込み）

　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値）　

陽イオン
交換量硝酸性N％アンモニア－N

％発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％有機炭素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

６６.４０.００６０.０４－１.３４１.３９１６１.１６１９.０１６５.２３７.４－４７.９２

処理経費

①施設建設費：２１９,０００千円（１５０,９００千円（製品貯蔵庫を含まない土木建築費、１,０９８m２）＋６８,１００千円（機
電費））、減価償却費：１５,５４６千円 / 年

②維持管理費（電力費・副資材費・燃料費・修繕費・その他の合計）：６,５５９千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：２２,１０５千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：２２,１０５千円 / 年÷３,５７０トン / 年＝６,１９２円 / トン

導入に当たっての留意点

①堆肥化設備は基本的にプロセスが重要であるが、コスト中、土木建築費の占める割合が大きい。
②土建仕様により総コストが大きく左右される。

本方式の適用可能な畜種

乳牛、豚、採卵鶏、ブロイラー、生ゴミ、魚介廃棄物、汚泥
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

①主原料は肉用牛ふん１１.５トン/日で、やや規模の大きい堆肥セン
ター施設である。

②処理方法は、堆積発酵法による１次処理（１０日）とロータリー
式攪拌機による２次処理（３０日）との組み合わせである。処理
期間４０日とやや短めに設定されている。本事例では貯留棟が
１８０日分あるので、良質堆肥の生産が期待できる。

③副資材としてバークと戻し堆肥を用いている。バークは容積重
を低くできるため、空隙の確保に効果的である。

④冬季にも、設定どおりの水分の戻し堆肥を生産できるかが重要
である。必要に応じて、夏季に生産した堆肥を冬季に利用でき
るよう、あるいは冬季におが屑を使用できるよう、これらの貯
蔵施設が必要である。

⑤充実した付帯設備により施設管理者の労力はかなり削減できるが、処理コストはかなり高い。
⑥寒冷地用として温風ブロワも設置しているが、実施例では温風ブロワを作働せずに戻し堆肥を生産してい
る。

⑦戻し堆肥を水分調整に利用する場合、ロータリー式攪拌機による発酵槽の延長に乾燥ゾーンが必要である。

他畜種への主な納入実績例

①北海道：生ゴミ、汚泥
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３． 施設説明写真

施設全体の景観 １次処理槽切り返し

２次処理槽 ２次処理槽

製品選別設備全体 分別された製品堆肥と戻し堆肥
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式　１２］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

豊栄物産株式会社企 業 名

堆積方式＋直線型・ロータリー式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.hoeibussan.com
豊栄物産株式会社　営業課　中下　久雄
鹿児島市鴨池新町１５
TEL：０９９－２５３－３１７８　FAX：０９９－２５６－３３１９　E-mail：hoei@po3.synapse.ne.jp

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：肉用牛・豚・ブロイラー混合ふんを、堆積式発酵槽＋ロータリー式発酵槽で堆肥化処理する
施設

②処理方式　：堆積式発酵槽＋ロータリー式発酵槽
③適用畜種　：肉用牛・豚・ブロイラー
④原料処理量：６トン / 日（２,２００トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：おが屑
⑥調整水分（投入水分）：６５％
⑦全発酵期間：５０日
⑧施設所在地：鹿児島県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①ロータリー式発酵槽で攪拌移動させるために高品質の堆肥が得られ、電力費等ランニングコストも安価で
ある。

②高温での発酵が可能なため、安全な堆肥が得られ臭気の発生量も少ない。
③シンプルな施設のため、故障が少なくオペレーターが使い易い。
④様々な種類の有機性廃棄物の処理が可能である。

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設�

☆�
原料貯留�

☆�
混合槽�

一部バラ�
☆�

袋詰め装置�
☆�

堆積式�
発酵槽�

☆�
ロータリー式�
発酵槽�

☆�
堆肥貯留槽� 出　荷�
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：肉用牛・豚・ブロイラー
②飼養規模　　　：堆肥センターのため受入量として、約６トン / 日
③畜舎構造　　　：各農家による
④設置年月日　　：１９９７年４月
⑤システム構成　：本施設は、フローチャートに示したように、ロータリー式発酵槽を中心に、堆積式発酵

槽・原料貯槽・製品貯槽、袋詰め設備等で構成される。
⑥堆肥生産量　　：混合ふんの堆肥８００トン / 年
⑦管理者数　　　：常勤者１人、非常勤者１人
⑧畜ふんの搬送　：バケットローダーにより搬送
⑨ふん尿の分離　：無し
⑩脱臭装置の有無：無し

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：肉眼により手作業で分別と篩機による分別
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力（投入原料ベース）：２,２００トン / 年
②家畜ふん原料：主原料肉用牛ふん６トン / 日
③水分調整材料：おが屑０.５トン / 日
④混合ふんの重量および水分：重量６.５トン / 日、水分６５％、容積重約０.７トン /m３

⑤処理日数　　：１次処理（堆積式攪拌槽）２５日、２次処理（ロータリー式発酵槽）２５日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業　：バケットローダーにより投入、機械攪拌
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：堆積型発酵槽、バケットローダー攪拌・１回 /１５日
　　２次処理：ロータリー式発酵槽、攪拌１回 / 日（全自動自走式）
⑧堆肥の貯留と製品化設備：堆肥貯留槽、袋詰め機
⑨堆肥の年平均生産量　　：８００トン / 年（バラ１００トン / 年、１５kg 袋詰め４６,０００袋）
⑩製品堆肥の販売単価　　：バラ５,０００円 /m３、袋詰め３００円 / 袋
⑪堆肥成分分析例
　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値）　

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

－２.２２３.７５１３.８２.２５２４.９－９.１－３４.３

ナトリウムmg/kg苦土mg/kg石灰％窒素％

５７６７２９２.１５１.８

処理経費

①施設建設費：５０,０００千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：４,８００千円 / 年
②維持管理費（電力費・修繕費の合計）：１,５００千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：６,３００千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：２,８６４円 / トン

導入に当たっての留意点

①投入水分の調整が重要である。
②水分低下が著しい場合には、尿汚水を散布できる設備を設ける。

本方式の適用可能な畜種

肉用牛、乳用牛、豚、採卵鶏、ブロイラーほか
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

他畜種への主な納入実績例

①宮　崎：豚ふん８トン / 日（２００１） ⑩鹿児島：ブロイラー５トン / 日（２００４）
②鹿児島：肉用牛・ブロイラー１０トン / 日（２００１） ⑪宮　崎：乳用牛・豚・ブロイラー３０トン / 日（２００４）
③沖　縄：乳用牛３０トン / 日（２００２）（２００４） ⑫大　分：乳用牛・豚９トン / 日（２００４）
④長　崎：肉用牛１５トン / 日（２００２） ⑬熊　本：採卵鶏４トン / 日（２００４）
⑤大　分：肉用牛２トン / 日（２００２） ⑭熊　本：乳用牛６トン / 日（２００４）
⑥宮　崎：肉用牛２０トン / 日（２００３） ⑮大　分：乳用牛８トン / 日（２００５）
⑦宮　崎：乳用牛４トン / 日（２００３） ⑯宮　崎：肉用牛４トン / 日（２００５）
⑧沖　縄：乳用牛３０トン / 日（２００３） ⑰大　分：乳用牛７トン / 日（２００５）
⑨鹿児島：ブロイラー８トン / 日（２００３）

①肉用（肥育）牛ふん、豚ふん、ブロイラーふんを集め、堆積型
発酵舎（処理日数２５日）と深型ロータリー式の開放直線型発酵
施設（２５日）を組み合わせたシステムで処理している。

②ロータリー式撹拌装置の深さは１m、１.２m、１.５mの３タイプか
ら選べるが、実稼働システムは１m（有効深０.９m）を採用して
いる。

③肥育牛ふんが主原料であるため原料水分がやや低いが、通気性
の改善に用いるおが屑がやや少ない。導入に当たっては、畜産
環境アドバイザー等専門家と相談することが望ましい。

④本事例では製品堆肥の水分が低いので支障はないが、投入時の
水分が高いと製品水分も高くなるので、投入時の水分調整に注
意が必要である。

⑤ロータリー式攪拌機に散水システムを有しており、過乾燥時には加水調節が可能である。
⑥施設費、運転コストは中程度である。他の堆肥生産に係る費用も含まれるため管理者数が多くなっている。
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３． 施設説明写真

全景 原料貯槽（混合兼用）

堆積式１次処理槽 ロータリー式２次処理槽

堆肥貯留槽 袋詰め製品
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式１３］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

株式会社　日本製鋼所企 業 名

直線型・通気スクープ式＋直線型・スクープ式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.jsw.co.jp/
株式会社　日本製鋼所　産業機械販売部　吉田　暢元
〒１００－８４５６　東京都千代田区有楽町１－１－２
TEL：０３－３５０１－６１３５　FAX：０３－３５９５－４６２０　E-mail：nobuyuki_yoshida@jsw.co.jp

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：牛ふん、豚ふん、鶏ふんをスクープ式発酵槽、養生槽で堆肥化処理する施設
②処理方式　：スクープ式発酵槽＋スクープ式発酵槽
③摘要畜種　：肉牛、豚、採卵鶏、ブロイラー
　（肉牛：１,０７７頭、採卵鶏：１５６,５００羽、ブロイラー：９０,０００羽、豚：９,６１２頭、各頭羽数は平成１５年実績）
④原料処理量：３６.９トン / 日（１１,０７０トン / 年、敷料を含む）
⑤副資材　　：無し
⑥調整水分（投入水分）：６０％
⑦全発酵期間：６０日
⑧施設所在地：岡山県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①原料は原料貯留槽４台に原料種類ごとに貯留する。
②貯留槽の鋼板製４軸スクリュにより排出される原料は、直後の混合機で均一に混合され、ベルトコンベア
により自動で発酵槽に投入される。

③１次処理槽、２次処理槽での攪拌、移送はスクープ式攪拌装置で行われ、均質で固まりの無い製品が生産
できる。

④ショベルローダーの使用は２次処理槽への投入、排出のみであり、袋詰め装置は全自動型で積み付けはパ
レタイザーが行なうため、堆肥化施設全体を常勤者１人で運転可能である（人件費の削減と品質の均一化）。

⑤スクープ式攪拌装置（要部：ステンレス製、フレーム：鋼製溶融亜鉛メッキ）であるので耐用年数が長い。
⑥キャリア（撹拌爪）はノコ歯状でワラ、飼料など長尺原料にも対応可能である。

原料搬入�

原料貯留槽�
肥育牛ふん�

原料貯留槽�
肥育牛ふん�

原料貯留槽�
肥育鶏ふん�

原料貯留槽�
豚ふん�
ブロイラーふん�

混合機�

消臭設備�

発酵槽へ散布�

加湿ポンプ�

加湿槽�

発酵槽（２０日）�

撹拌機�
水分調節�

曝気ブロワ� 曝気ブロワ�

完熟棟（９０日）�

完熟室（９０日）�

バラ製品搬入�

袋詰め装置� 搬送ロボット�

袋詰め製品搬出�

撹拌機�

養生槽（４０日）�

●処理原料と性状�
処理原料 処理量（トン／日） 含水率（％）�
　牛ふん（内おが屑3.2t含む） 18.0 60�
　豚ふん 3.8 60�
　採卵鶏ふん 8.5 60�
　ブロイラーふん 6.6 60

図示したすべてが
処理経費欄の施設
建設費に含む施設�
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：牛、豚、採卵鶏、ブロイラー
②飼養規模　　　：町内畜産農家から引き受け
③畜舎構造　　　：鉄骨スレート葺き
④設置年月日　　：平成１０年３月
⑤システム構成　：原料貯留槽、混合機、コンベア、スクープ式発酵槽、スクープ式養生槽、全自動袋詰め

装置
⑥堆肥生産量　　：約４,９４０トン / 年
⑦管理者数　　　：常勤者１人
⑧畜ふんの搬送　：コンベア
⑨ふん尿の分離　：無し
⑩脱臭装置の有無：無し

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：無し
③原料の破砕　　：無し

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力　　：約１１,０７０トン / 年（原料処理量）
②家畜ふん原料：牛ふん１８.０トン / 日、豚ふん３.８トン / 日、採卵鶏ふん８.５トン / 日、ブロイラーふん６.６

トン / 日
③水分調整材料：無
④混合ふんの重量および水分：重量３６.９トン / 日、水分６０％、容積重約０.７トン /m３

⑤処理日数：
　　１次処理（スクープ式発酵槽）滞留２０日間、２次処理（スクープ式養生槽）滞留４０日間
⑥堆肥化原料の混合および投入作業：
　　コンベアにより発酵槽投入、機械攪拌
　　ショベルローダーにより発酵槽排出、養生槽移送、養生槽排出
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：スクープ式発酵槽、攪拌１回 / 日、全自動
　　２次処理：スクープ式養生槽、攪拌２回 / ４日、全自動
⑧堆肥の貯留と製品化設備：袋詰め装置：１５０袋 / 時（２０kg/ 袋）、篩、パレタイザー付
　　　　　　　　　　　　　堆肥貯留槽（完熟槽）：９０日間
⑨堆肥の年平均生産量：約４,９４０トン / 年（バラ４,５５９トン / 年、約１７kg 袋詰め２２,４１２袋 / 年）
⑩製品堆肥の販売単価：
　　バラ３,５００円 / トン、袋詰め２５０円 / 袋（センター販売価格）
⑪堆肥成分分析例

　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値）
 ※製品カタログ値　　　　　　　　

苦土※石灰※発芽指数カリ％※リン酸％※C/N比全窒素％※全炭素％EC mS/cmpH ※灰分％水分％

１.５～１.６７.０～８.８－３.０～３.１４.６～５.４－２.３～２.５－－８.０～８.５－３８

処理経費

①施設建設費：
　　　土木・建築費３５０,０００千円、減価償却費（施設２０年耐用）：１５,７５０千円 / 年
　　　設備機器費２５０,０００千円、減価償却費（設備機器７年耐用）：３２,１４３千円 / 年
②維持管理費（電力費・燃料費・修繕費・その他の合計）：７,８０２千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）：５５,６９５千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：５,０３１円 / トン
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

導入に当たっての留意点

①原料は各農家で６５％程度に水分調整した後に施設に搬入している。
　このことによって、製品を安定させ、センターでの作業量を削減している。

本方式の適用可能な畜種

牛、豚、鶏

他畜種への主な納入実績例

①宮崎：生ごみ１３.８トン / 日、鶏ふん７.２トン / 日、牛ふん１６.６トン / 日、豚ふん１３.２トン / 日（１９９７）
②宮城：乳牛ふん１１.３トン / 日、肉牛ふん７.３トン / 日、豚ふん１.１トン / 日、モミガラ０.３トン / 日（２００１）
③富山：剪定枝・刈草１６.０トン / 日、食品残渣２トン / 日、メタン発酵液８トン / 日（２００３）

①主原料は、副資材等で水分調整された牛ふんが中心であるが、
豚ふん、鶏ふんも混合して堆肥化することができる。処理量は
２０トン / 日以上と多く、共同利用堆肥化施設に適用できる。

②処理法の特徴として、いろいろな畜ふんとおが屑等の副資材と
混合し水分調整をしてから発酵槽に投入している。

③処理方法は、スクープ式攪拌機による１次処理（２０日間）とス
クープ式攪拌機による２次処理（４０日間）の組合せにより、約
６０日間の処理期間を確保している。２次処理の終わった堆肥は
養生槽を経て袋詰め、出荷される。１次処理では攪拌回数は１
回 / 日で発酵槽の材料堆積高さは１.５m以上となっており、２次
処理では２回 / ４日の攪拌を行う。さらに、養生槽で９０日間堆
積しており、良質堆肥の生産が期待できる。

④原料は各農家で６５％程度に水分調整して搬入することになっているが、現実には農家での水分調整は難し
く、堆肥センターで最終的な調整が必要である。

⑤スクープ式攪拌機はロータリー式に比べ部品点数が多く、故障箇所も多いため、保守管理に十分気をつけ
て注油などを欠かさないようすることが必要である。

⑥２次処理に１次処理と同様なスクープ式攪拌機を導入すると施設費が高価になるので、２次処理は通気型
堆肥舎などにすることが望ましい。

⑦共同利用堆肥化施設では、１次処理の発酵槽の臭気を対象に設計段階から脱臭装置を装備した構造とする
ことが望ましい。
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３． 施設説明写真

堆肥供給センター 発酵槽および攪拌装置

養生槽 原料貯留槽

全自動袋詰め装置
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堆肥化処理施設評価書
［開放型攪拌方式１４］

１． 処理施設の概要（企業からの情報に基づき作成したものであり評価結果ではない）

株式会社モリプラント企 業 名

直線型・スクープ式＋堆積方式堆肥化処理方式の区分

問い合わせ先・担当者

URL：http://www.moriplant.co.jp/
株式会社モリプラント
本　　社　大阪市阿倍野区昭和町２丁目３－３　技術営業部　原口　策真
　　　　　TEL：０６－６６２７－２３８１　FAX：０６－６６２７－２３８５　E-mail：info@moriplant.co.jp
九州支店　鹿児島県姶良郡加治木町本町１７１　技術部　佐藤　広行
　　　　　TEL：０９９５－６３－９３９３　FAX：０９９５－６３－９３９４　E-mail：h.sato@moriplant.co.jp

基 本 設 計 数 値 等

①施設の概要：牛ふん、豚ふんをスクープ式発酵槽で堆肥化処理する施設
②処理方式　：スクープ式発酵槽＋堆積式発酵槽
③適用畜種　：肥育牛（１,４００頭）、豚（母豚２,９００頭）
④原料処理量：約３８トン / 日（１４,０００トン / 年、敷き料を含む）
⑤副資材　　：戻し堆肥（牛ふん・豚ふん混合ラインのみ）
⑥調整水分（投入水分）：牛ふん専用ライン５５％、牛ふん・豚ふん混合ライン６６％
⑦全発酵期間：９５日（堆積式熟成槽３４日を含む）
⑧施設所在地：高知県

処理施設の概略フロー

施 設 の 特 徴

①スクープ式発酵処理と堆積式発酵処理に発酵促進ブロワーを付加し、堆肥の生産プロセスをコンピュータ
によりデータ管理することで、良質で安定した品質の堆肥が製造できる。

②スクープによる切り返し攪拌と通気が自動化されるので、作業が大幅に省力化できる。
③処理開始後短時間で発酵温度を７０℃ 以上に上昇させ、病原性大腸菌O-１５７を完全に死滅させて、発酵処
理が終了するまで大腸菌等の再増殖を防ぐことができる（平成１０年農林大臣賞受賞、特許申請済）。

④スクープ式発酵処理の過程で水分が少なくなり、良好な腐熟が進まない恐れがある場合に加水できるシス
テムとなっている。

⑤２次処理槽および製品置場（後熟槽）で、残存易分解性有機物や難分解性物質および生育阻害物質を各種
の糸状菌や放線菌、セルロース分解菌が時間をかけてゆっくりと分解し、植物の生育に阻害をおよぼさな
い物質に変える。

⑥発酵時の臭気は、臭気吸込ダクトで捕集して、「ミストセパレーター（薬品洗浄［酸］）による１次処理と
「黒ぼく土壌」による２次処理により、土壌脱臭床から放散するアンモニア濃度は１ ppm以下まで脱臭で
きる。なお、土壌の交換は不要である。

篩、袋詰�
め装置�

☆�
調合棟�

☆�
スクープ式�
発酵槽�

☆�
堆積式�
発酵槽�

☆�
堆積式�
熟成槽�

牛ふん�
豚ふん�

☆�
脱臭装置�

出荷�

一部バラ�

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設�
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施設の稼働状況（実施例）

①畜　　種　　　：肥育牛、豚
②飼養規模　　　：肥育牛約１,４００頭、母豚数約２,９００頭
③畜舎構造　　　：肥育牛は群飼で踏込み式牛舎、豚はふん尿分離豚舎
④設置年月日　　：１９９７年３月（既存施設の設備等改善工事）
⑤システム構成　：本施設は、フローチャートに示したように、スクープ式発酵槽、堆積式発酵槽を中心に、

調合棟、堆積式熟成槽、篩・袋詰め装置、脱臭設備等で構成される。なお、スクープ式
発酵槽は、１レーンが牛ふん専用ライン、他の３レーンが牛ふんと豚ふんの混合ライン
である。

⑥堆肥生産量　　：肉牛ふんの堆肥、肉牛ふんと豚ふんの混合堆肥　６,６００トン / 年
　　　　　　　　　（肉牛ふんの堆肥　１,８００トン / 年、肉牛ふんと豚ふんの混合堆肥　４,８００トン / 年）
⑦管理者数　　　：常勤者３人
⑧畜ふんの搬送　：個々の畜産農家からダンプで搬入
⑨ふん尿の分離　：養豚農家は振動スクリーンを設置
⑩脱臭装置の有無：ミストセパレーター（薬品洗浄［酸］）＋土壌脱臭処理装置

原料の前処理

①搾汁処理の有無：無し
②異物の分別対策：肉眼による手作業分別
③原料の破砕　　：無し（仕上り堆肥は袋詰めの際、トロンメル型スクリーンで異物を分離）

堆肥原料と投入量・生産量

①施設能力　　：１４,０００トン / 年
②家畜ふん原料：主原料肉用牛ふん１７.３トン / 日、豚ふん２１.１トン / 日
③水分調整材料：１次処理仕上り堆肥５.７トン / 日（牛ふん・豚ふん混合ラインのみ）
④混合ふんの重量および水分：
　　牛ふん専用ライン　　　　：重量９.５トン / 日、水分５５％、容積重約０.７５トン /m３

　　牛ふん・豚ふん混合ライン：重量３４.６トン / 日、水分６６％、容積重約０.８２トン /m３

⑤処理日数　　：１次処理（スクープ式発酵槽）２４日、２次処理（堆積型発酵槽）３７日
⑥堆肥化原料の混合および投入作業　：バケットローダーにより投入、機械攪拌
⑦１次処理および２次処理の運転方法：
　　１次処理：スクープ式発酵槽、攪拌１～２回 / 日（全自動自走式）
　　２次処理：堆積型発酵槽（送気ブロワー付）、バケットローダー攪拌１回 / 週
⑧堆肥の貯留と製品化設備：堆肥貯留槽、袋詰め機
⑨堆肥の年平均生産量　　：６,６００トン / 年（バラ５,４７８トン / 年、１５kg 袋詰め７４,８００袋 / 年）
⑩製品販売単価：５,０４０円 / トン（バラ）、４００円 / 袋
⑪堆肥成分分析例
　�

 （単位：水分は湿物値、他は乾物値） 　 

（牛ふん堆肥）

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

－２.２４２.０２２０１.２３４２.１３６.０８.１１７.８４１.４９

アンモニアppm亜鉛mg/kg銅 mg/kg苦土％石灰％

１,７００１６０１１７０.８７１.６４

（混合堆肥）

発芽指数カリ％リン酸％C/N 比全窒素％全炭素％EC mS/cmpH灰分％水分％

－２.５１４.２９１７２.３８４０.０７６.２８.３２２.４４６.６５

アンモニアppm亜鉛mg/kg銅 mg/kg苦土％石灰％

１,５７０５２０１４９１.３３３.９６
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２． 評価結果（評価委員会による評価結果）

評価チャート総合評価

0
1
2
3
4
5

①技術的完成度�

②処理性能�

③施工性�④維持管理性�

⑤経済性�

処理経費

①施設建設費：１３１,２６０千円、減価償却費（施設２０年、機械７年耐用）：１４,２７２千円 / 年
　　　　　　　（※既存施設利用のため建設費は低い）
②維持管理費（電力費・薬品費・修繕費の合計）：３,７４０千円 / 年
③処理経費の合計（年償却費＋維持管理費）　　：１８,０１２千円 / 年
④原料１トン当たりの処理経費：１,２８７円 / トン

導入に当たっての留意点

①生ふん中の水分が異常に高い場合や鮮度が悪くて臭気が発生している場合は、物性改良と水分調整のため
おが屑やモミガラ等を使用することが必要である。

②良質堆肥の生産には、１次処理槽投入前の含水率調整の他、発酵過程での微生物の食物連鎖や有害微生物
の死滅化を考慮した温度、水分、送風量等の管理が必要である。

③計画段階で、堆肥の利用目的や散布方法等に合わせた原料および副資材の混合計画、成分調整材の必要性
等について検討する必要がある。

本方式の適用可能な畜種

基本的に、原料の条件等を整えることでいずれの畜種のふんでも適用できる。

他畜種への主な納入実績例

①鳥取：肥育豚換算３０,０００頭（１９９２年）
②大阪：乳牛２０頭、肉牛１５頭（２０００年）

①肥育牛ふんと豚ふんを主原料に、複数の農家を対象として年間
１４,０００トンを処理する大規模な堆肥化施設である。牛ふんと豚
ふんを混合発酵させて成分調製し（一部、牛ふんのみ）、袋詰め
とバラで堆肥を販売しているのが特徴である。

②踏込み式牛舎の肥育牛ふんとふん尿分離豚舎の豚ふんが主原料
で原料水分が低いうえ、さらに戻し堆肥、おが屑あるいはモミ
ガラを水分調整資材として利用することから、良好な堆肥発酵
が期待できる。なお、畜舎での水分調整経費が計上されていな
いので注意が必要である。

③処理方法は、スクープ式攪拌装置を備えた発酵槽４レーンによ
る１次処理（２４日間）と通気式の堆積発酵槽（３７日間）および
後熟槽があり、全発酵期間が９５日と長いので良質な堆肥生産が
可能である。

④既設の施設を利用しているので建設費が低く抑えられている。また、農家が搬入するふんの水分が低いた
め、処理頭数に対して比較的規模を小さくでき維持管理費も安い。高水分材料に適用する場合は、おが屑
等の水分調整資材費が増加するので注意が必要である。
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３． 施設説明写真

堆肥化処理施設全景（手前は製品倉庫） スクープ式発酵槽

コンピュータ室 脱臭装置




